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主 な 内 容主 な 内 容主 な 内 容   

今
年
も
お
い
し
い

　
　

 　

リ
ン
ゴ
実
れ
！

　

高
清
水
福
塚
地
区
に
あ
る
佐
々

木
繁
さ
ん
（54）
の
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

リ
ン
ゴ
畑
で
は
、
秋
の
収
穫
に
向

け
て
、
１
月
か
ら
春
先
ま
で
、
家

族
が
総
出
で
枝
の
剪
定
作
業
に
あ

た
っ
て
い
ま
し
た
。

　

良
い
品
質
で
、
お
い
し
い
リ
ン

ゴ
を
作
る
に
は
、
こ
の
剪
定
作
業

が
重
要
で
す
。
佐
々
木
さ
ん
は
、

剪
定
バ
サ
ミ
や
の
こ
ぎ
り
を
使
っ

た
根
気
の
い
る
作
業
を
一
本
一
本

精
魂
込
め
て
進
め
て
い
ま
し
た
。
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農
業
委
員
会
の
活
動
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と

始
ま
っ
た
こ
の
つ
ど
い
も
今
年
で
５
回
目
と
な

り
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
く
り
は
ら
ツ
ー
リ
ズ

ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
大
場
寿
樹
事
務
局
長
さ
ん

を
講
師
に
招
き
、
く
り
は
ら
ツ
ー
リ
ズ
ム
ネ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ト
ワ
ー
ク
の
活
動
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
い
て
勉
強
し
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
。
ま
た
、
女
性
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

業
者
か
ら
は
、
活
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
意
見
や
相
談
が
寄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

せ
ら
れ
ま
し
た
。

みんなで、読もう ! 　全国農業新聞 発行日　毎週金曜日　購読料／１ヶ月700円（送料込）
お申し込みは・お問い合わせは、栗原市農業委員会事務局まで　電話　４２−１２３９
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【
参
加
者
の
声
】

●
花
山
地
区

　
　
阿
　
部
　
幸
　
子 

さ
ん

　

三
歳
の
娘
と
共
に
出
席
し
ま
し
た
。

諸
先
輩
方
の
貴
重
な
経
験
と
努
力
を

拝
聴
し
、
次
世
代
を
育
成
す
る
必
要

性
を
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
、
仙
台
圏
の
大
学
生
、
延

べ
百
人
へ
花
山
に
来
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
中
に
は
、
農
業
に
興
味

を
持
つ
方
も
複
数
名
お
り
ま
す
。
そ

う
い
っ
た
意
欲
あ
る
方
に
就
農
し
て

も
ら
え
る
よ
う
、
つ
な
ぎ
役
と
し
て

貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

 

農
業
委
員

　
　
　
　
　
　

 　

熊  

谷  

ゆ  

り

　
　
　
　
　
　
　

農
業
に
つ
い
て
普

段
、
疑
問
に
思
う
事
、
知
り
た
い
事

が
解
決
に
繋
が
る
こ
の
つ
ど
い
、
私

に
と
っ
て
も
大
変
参
考
に
な
り
ま
す
。

女
性
同
士
だ
か
ら
話
し
合
え
る
こ
の

つ
ど
い
、
こ
れ
か
ら
農
業
を
始
め
た

い
方
、
認
定
農
業
者
を
目
指
す
方
、

き
っ
と
お
役
に
立
て
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
回
を
重
ね
て
農
業
に
つ

い
て
の
知
識
を
私
自
身
も
深
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
栗
原
市
農
業
委
員
会
事
業
計
画
や
農
作
業
標
準
賃
金
、
及
び

下
限
面
積
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
新
た
に
、
女

性
農
業
委
員
で
構
成
し
女
性
の
視
点
を
活
か
し
た
活
動
を
目
的
と
す
る
「
女
性

委
員
会
」
の
設
置
案
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
計
画
で
は
、
国
の
政
策
の
見
直
し
な
ど
農
業
情
勢
も
依
然
厳
し
く
、
今

後
の
展
望
が
不
透
明
で
不
安
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、情
勢
を
分
析
・
判
断
し
、「
行

動
す
る
農
業
委
員
会
」
と
し
て
栗
原
市
の
農
業
の
振
興
、
発
展
に
寄
与
す
る
こ

と
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
下
限
面
積
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
状
況
を
勘
案
し
新
規
就
農
を
促
進

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
昨
年
度
と
同
様
と
な
り
、
農
作
業
標
準
賃
金
に

つ
い
て
は
、
本
紙
５
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

女
性
農
業
者
の
つ
ど
い

  

く
り
は
ら
ツ
ー
リ
ズ
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
っ
て
な
あ
に
？

　
　
　

２
月
12
日（
金
）／
栗
原
市
役
所
金
成
庁
舎

平
成
28
年
第
２
回
栗
原
市
農
業
委
員
会
総
会

  
事
業
計
画
や
下
限
面
積
を
決
定
。新
た
な
委
員
会
新
設
も

　
　
　

３
月
17
日（
木
）／
栗
原
市
役
所
金
成
庁
舎

▲女性農業者の相談を聞く女性農業委員8名

▲講演する大場寿樹
　事務局長

▽農地法第３条第２項第５号の規定
　による農地及び採草放牧地の面積

　
地　　　　区 下限面積

　花 山 地 区 １０アール

　花 山 地 区 以 外 ５０アール

　※下限面積…農地の権利取得後に必要
　　　　　　　な耕作面積の要件

▲農業委員からの意見をまとめ、今後の事業に
　活かします。



　

１
月
28
日
（
木
）
に
栗
原
農
業
改

良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
技
術
次
長
、
鈴

木
康
成
氏
を
講
師
に
研
修
会
を
開
催

し
た
。

　

市
内
で
は
、
平
成
19
年
度
か
ら
の

「
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策

（
麦
・
大
豆
の
交
付
金
や
ナ
ラ
シ

対
策
）」
に
対
応
す
る
た
め
、
加
入

要
件
を
満
た
す
集
落
営
農
組
織
（
特

定
農
業
団
体
）
の
設
立
が
増
加
し
た
。

こ
の
制
度
の
有
効
期
限
は
最
長
10
年

で
、
延
長
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
た

め
、
特
定
農
業
団
体
と
し
て
の
資
格

や
、
経
営
所
得
安
定
対
策
へ
の
加
入

資
格
も
併
せ
て
喪
失
す
る
こ
と
と
な

る
。
今
後
は
、
農
地
の
借
入
、
取
得
、

農
地
中
間
管
理
事
業
の
活
用
や
後
継

者
の
確
保
（
雇
用
）
が
で
き
る
こ
と

な
ど
、
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
法
人
化
が

急
務
で
あ
る
。

　

ま
た
、
新
規
就
農
者
は
技
術
の
習

得
や
農
地
の
取
得
、
施
設
、
機
械
の

整
備
に
多
大
な
資
金
を
要
す
る
こ
と

か
ら
、国
の
制
度
資
金
の
活
用
や「
青

年
就
農
給
付
金
事
業
」、
市
独
自
の

支
援
策
で
あ
る
「
担
い
手
農
業
者
研

修
支
援
事
業
」を
活
用
し
、担
い
手
育

成
を
図
る
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
対
応

策
を
講
じ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
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農業者年金に加入しましょう ! 農業者年金は農業者の方なら広く加入できる年金です。
詳しくは、農業委員会事務局へお問い合わせください。　電話　４２−１２３９

会
長
職
務
代
理

　
菅 
原 

英 

俊

　

平
成
27
年
８
月
に
「
株
式
会
社

三
園
（
さ
ん
え
ん
）」
を
設
立
し
た
、

築
館
成
田
地
区
の
三
浦
淳
さ
ん（
39
）

を
紹
介
し
ま
す
。

○
経
営
の
内
容
は

　

水
稲
23 

ha
、
い
ち
ご
24
ａ
、
メ
ロ

ン
10
ａ
、
ほ
う
れ
ん
草
10
ａ
の
家
族

経
営
。
い
ち
ご
の
直
売
所
も
経
営
。

○
名
前
の
由
来
を
教
え
て
下
さ
い

　

両
親
が
考
え
、
田
園
・
い
ち
ご
園
・

メ
ロ
ン
園
の
三
つ
の
園
芸
を
行
っ
て

い
る
と
い
う
意
味
。
三
浦
の
園
芸
と

も
掛
合
せ
た
。

○
設
立
の
き
っ
か
け
は

　

自
分
が
就
農
し
た
こ
と
に
よ
り
経

営
面
積
を
増
や
し
て
き
た
。
家
族
で

や
る
に
は
限
界
が
あ
り
、
法
人
化
す

る
事
で
の
メ
リ
ッ
ト
を
考
え
た
。

○
今
後
の
抱
負
は

　

設
立
し
て
間
も
な
い
が
、
地
域
の

担
い
手
と
し
て
水
稲
作
付
面
積
規
模

を
も
っ
と
拡
大
し
地
域
を
手
助
け
し

て
行
き
た
い
。

　

ま
た
、
い
ち
ご
農
園
の
規
模
拡
大

と
四
季
折
々
の
果
樹
を
栽
培
し
て
、

一
年
を
通
し
て
体
験
で
き
る
「
観
光

農
園
」
を
目
指
し
て
行
き
た
い
。

栗
原
市
農
業
委
員
研
修
会

  
栗
原
市
の
集
落
営
農
組
織
や
新
規
就
農
者
の
現
状

　
　
　

１
月
28
日（
木
）／
栗
原
市
役
所
金
成
庁
舎

▲法人化により規模拡大を
　目指す三浦さん

▶
講
師
の
話
を
真
剣
に
聞
く
農
業
委
員

進
む
農
業
の

法
人
化

　

市
内
で
は
、
こ
こ
数
年
、
農
業
の

法
人
化
が
進
ん
で
お
り
、
農
事
組
合

法
人
や
株
式
会
社
の
形
態
を
と
る
法

人
が
出
来
て
い
ま
す
。

株
式
会
社 

三 

園

紹介
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みんなで、読もう ! 　全国農業新聞 発行日　毎週金曜日　購読料／１ヶ月700円（送料込）
お申し込みは・お問い合わせは、栗原市農業委員会事務局まで　電話　４２−１２３９

※１「土づくり」は、肥料、
　　有機質材の投入、
　　緑肥作物の栽培等
※２「主食用米及び畑作物の
　　所得補償交付金の対象作
　　物」と「米・水田活用の
　　所得補償と交付金の交付
　　対象農地」は支援対象外

障害物除去・深耕・整地等 土づくり※1

土づくり※1

作物の作付け※2

障害物除去・深耕・整地等 土づくり※1

＜障害物除去実施年度＞５万円 /10a

＜障害物除去実施年度＞補助率 1/2以内等

◆チェックリスト方式の簡素な実績報告

◆総費用の積み上げによる清算
※「障害物除去等＋土づくり」の経費が10万円 /10a を超える場合

再生作業
＜翌年度に必要な場合＞
2.５万円 /10a

＋

＋

荒廃農地

耕作放棄地再生利用緊急対策を活用しませんか？耕作放棄地再生利用緊急対策を活用しませんか？
耕作放棄地で営農を再開する農業者等（引き受け手、戦略作物等を栽培
する場合は土地所有者も対象。）を支援します。
再生作業を行う年度から５年間以上の耕作が必要です。
詳細につきましては、  事業の着手前に   栗原市農業委員会事務局

（☎４２－１２３９）までご相談ください。

耕作放棄地再生利用緊急対策を活用しませんか？

平
成
28
年
度
の
栗
原
市
農
作
業
標
準
賃
金
は
左
記
の
検
討
及
び
審
議
結
果
に
よ

り
設
定
し
て
い
ま
す
。

栗
原
市
農
作
業
標
準
賃
金
の
設
定
ま
で

時
期

内
容

審
議
機
関
等

１
月
13
日

基
礎
的
事
項
・
内
容
の
検
討

内
部
検
討
委
員
会

２
月
２
日

標
準
賃
金
設
定
素
案
の
検
討

内
部
検
討
委
員
会

２
月
９
日

標
準
賃
金
設
定
素
案
の
検
討

農
業
団
体
担
当
者
会
議

２
月
16
日

標
準
賃
金
設
定
案
の
検
討

標
準
賃
金
検
討
委
員
会

２
月
下
旬

標
準
賃
金
設
定
案
の
検
討

各
農
地
部
会

３
月
８
日

標
準
賃
金
設
定
案
の
検
討

農
業
委
員
会

運
営
委
員
会

３
月
17
日

標
準
賃
金
設
定
案
の
審
議

農
業
委
員
会
総
会

栗
原
市
農
業
委
員
会
委
員
の
退
任
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
１
月
31
日
付
け
で
、
一
身
上
の
都
合
に
よ
り
、
一
迫
地
区
の

狩
野
忠
一
氏
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。



くりはらし農業委員会だより5

作　業　名 作 業 種 別 作業単位 ほ　場
区画等

標 準 賃 金
( 消費税込み )

作 業 内 容 等

堆肥運搬散布 マニアスプレッター １０ａ ─ 4,200 円 積込運搬含む (2t 散布の場合 )

機械肥料散布 ブロードキャスター １０ａ ─ 1,200 円
肥料・薬剤散布 背 負 式 動 粉 １０ａ ─ 850 円 ホース散布・追肥散布

薬 剤 散 布 セ ッ ト 動 噴 １０ａ ─ 1,200 円 補助員 1 名含む

耕 起 ト ラ ク タ ー １０ａ

50a 未満 5,900 円
50a 以上 5,600 円

─ 9,600 円 春・秋セット耕起料金

代 か き ト ラ ク タ ー １０ａ
50a 未満 6,500 円

田植が出来る状態まで
50a 以上 5,900 円

田 植 え

機 械 植 １０ａ
50a 未満 6,200 円

植付のみ（苗含まず）
50a 以上 5,900 円

側 条 施 肥
機 械 植 １０ａ

50a 未満 7,500 円
植付のみ（苗・肥料含まず）

50a 以上 6,700 円
直　播（湛水） 10a

種籾なし ─ 5,500 円 代かき済ほ場であること
種籾、鉄コーティング含まず

苗 代 　 　 １箱 ─ 700 円 苗運搬含まず

稲 刈 り

バ イ ン ダ ー １０ａ ─ 8,000 円 刈取りのみ ( 紐代含む )

コ ン バ イ ン
（ 刈 放 し ） １０ａ

10a 区画 17,200 円 籾運搬含まず
結束は 2,000 円増し

（紐代含む）
30a 区画 16,200 円
50a 区画

以上 15,200 円

脱 穀 及 び
乾 燥 調 製

ハ ー ベ ス タ １０ａ
結束なし 8,000 円 運転手１人、籾運搬含まず

結束あり 9,100 円 運転手１人、籾運搬含まず
（紐代含む）

乾 燥 １俵(60㎏) ─ 930 円 生籾

調 製 １俵(60㎏) ─ 610 円 籾摺り

色 彩 選 別 １俵(60㎏) ─ 680 円 乾燥調整と一連作業の場合

畦 畔 塗 り 専 用 機 械 １ ｍ ─ 40 円 片側の盛土

溝 切 り 専 用 機 械 １ ｍ ─ 5 円

草 刈 り
ディスクモア １０ａ ─ 3,000 円 刈放し

フレールモア １０ａ ─ 4,000 円 細断

わら・牧草収集 ジャイロレーキ １０ａ ─ 1,700 円

わ ら・ 牧 草
梱 包

ロールベーラー １０ａ ─ 5,000 円 積みあげ・運搬は含まない
１個単価 1,000 円（１ｍ×１ｍ）

ヘ イ ベ ー ラ ー １０ａ ─ 5,000 円 積みあげ・運搬は含まない
１個単価210円（10ａ当り25個）

ラ ッ ピ ン グ ベールラッパー １個 ─ 1,000 円 １ｍ×１ｍ

弾 丸 暗 渠 振動サブソイラ １０ａ ─ 1,300 円 5ｍピッチ  ｔ＝30cm～50cm

賃 金
普 通 作 業 １日 ─ 8,000 円

実働 8 時間、男女同額
オペレーター作業 １日 ─ 12,700 円

※ 賃金は、消費税の対象にはなりません。
※ この表は、目安となる「標準的な額」を定めたものです。実際の作業料金を決める場合は、地域の実情や圃場の
　 条件等（未整理地、湿田、山間地、作業内容等）に合わせて、委託者と受託者で話し合い決めてください。

問い合わせ
　栗原市農業委員会事務局
　☎ ４２−１２３９

平成28年度 栗原市農作業標準賃金表

栗原市農業委員会

　平成28年度の農作業標準賃金並びに労働賃金の標準額について、関係者及び関係団体と協議し下
記のとおり設定しました。農作業の受委託をされる際の、お互いの目安としてご利用ください。
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みんなで、読もう ! 　全国農業新聞 発行日　毎週金曜日　購読料／１ヶ月700円（送料込）
お申し込みは・お問い合わせは、栗原市農業委員会事務局まで　電話　４２−１２３９

農業者年金
老後の生活を安心サポート老後の生活を安心サポート
３つの要件を満たせば
どなたでも加入できます

で

60 歳
未満

国民年金
 第１号

被保険者

年　間
60 日以上
農業に従事

特徴1
少子高齢化に
強い年金です。
◆積立方式の
　確定拠出型年金です。
◆加入者・受給者の増減に
　左右されない、安定した
　制度です。

特徴2
終身年金です。
80歳前に亡くなった
場合には、死亡一時金を
お支払いします。

特徴3
公的年金ならではの
税制上のメリットが
あります。

特徴4
通常加入なら、
保険料の額は
自由に選べます。
◆月額２万円から６万７
　千円まで千円単位で選
　択できます。

◆年金は生涯受給できます。
◆仮に加入者・受給者が80歳前に
　亡くなられた場合は、80歳まで
　に受取るはずであった農業者老齢
　年金の額の現在価値に相当する額
　がご遺族に死亡一時金として支給
　されます。

◆支払った保険料は全額
　（最高８０万４千円）が社会
　保険料控除の対象になり、
　所得税・住民税の節税になり
　ます。　→７ページ参照

特徴5

特徴1
特徴2

特徴3

特徴4
特徴5
政策支援加入なら、
保険料の国庫補助が
あります。
◆一定の要件を満たした担い
　手には保険料の２割、３割、
　５割の補助が受けられます。
◆補助を受ける場合の保険料
　は月額２万円に固定されます。老後の備えを考えましょう！！

不足分は農業者年金で！！

老後の備えを考えましょう！！

不足分は農業者年金で！！

65歳農業者
の平均余命
65歳農業者
の平均余命

こんなにか
かる

老後生活
こんなにか

かる
老後生活

国民年金の
支給額は…
国民年金の
支給額は…男性22年(87歳)

女性27年(92歳) 年額約286万円
65歳以上の夫婦2人の家計費は

年額156万円
夫婦あわせて満額で男性22年(87歳)

女性27年(92歳) 年額約286万円
65歳以上の夫婦2人の家計費は

年額156万円
夫婦あわせて満額で

国民年金プラス農業者年金

30歳で農業者年金に加入
保険料２万円（月額）納付

※運用利回り2.5％、予定利率0.75％で試算した場合
を受け取れる試算になります。

男性
女性
53.8
45.6
53.8
45.6

万円/年
万円/年

例えば…例えば…



農業者年金に加入しましょう ! 農業者年金は農業者の方なら広く加入できる年金です。
詳しくは、農業委員会事務局へお問い合わせください。　電話　４２−１２３９

くりはらし農業委員会だより7

提出の流れ

○５月下旬　　　　　　 
　　農業者年金基金から用紙が送付
○６月３０日まで
　　農業委員会事務局または各総合支所
　市民サービス課産業建設係まで提出

　　　　６月30日までに提出されな
いと11月の支払いから提出がなされ
るまでの間、年金の支払いが差し止め
られますのでご注意ください。

農業者年金の現況届は忘れずに提出を‼農業者年金の現況届は忘れずに提出を‼農業者年金の現況届は忘れずに提出を‼
～現況届は、農業者年金を受給するために必要な毎年の手続きです～

現況届 とは、毎年６月時点で、
　○受給者が生存していること
　○経営移譲年金受給者の方は、支給停止要
　　件（農業の再開・農地の増減・後継者の
　　変化等）に該当しないかどうかを確認す
　　るものです。

★経営移譲年金を受給されている方へ
　　農業を再開していないか、米の販売
や農業申告等の諸名義が経営移譲の相
手方になっているか、提出前にお確か
めください。

税制上のメリットを詳しく見てみましょう税制上のメリットを詳しく見てみましょう （６ページ 特徴３）

◆政策支援加入（年齢３５歳未満、認定農業者、認定新規就農者で青色申告をしている人等）
なら、月額最高１万円の保険料補助を受けられます。その場合のメリットは、年額１２万円
の保険料補助だけではありません。支払った保険料（年額１２万円）は全額が社会保険料控
除（所得税・住民税の節税）の対象になり、税率３０％の場合でさらに３万６千円のメリッ
トがあり、保険料補助と合わせると１５万６千円のメリットがあることになります。

※民間の個人年金の場合は
控除額の上限は5万円

（平成24年１月１日以降の
保険契約は4万円）

です。

保険料支払いによる節税効果試算例
（所得税・住民税）

１５％

２０％

３０％

月額１万円
（年額12万円）

の場合

月額2万円
（年額24万円）

の場合

月額6.7万円
（年額80.4万円）

の場合

1万 8千円

2万 4千円

3万 6千円

3万 6千円

4万 8千円

7万 2千円

12万 1千円

16万 1千円

24万 1千円

加入者の支払った保険料
政策支援加入 通　常　加　入

税　率

民
間
の

　
　
　

 

個
人
年
金
よ
り

   

ず
っ
と
手
厚
い

ご注意



食 事 処　 縁　～Enishi～
☎０２２８－５４－２４４２

 〒987-2307　栗原市一迫清水目日照21番地

食 事 処　 縁　～Enishi～
☎０２２８－５４－２４４２

 〒987-2307　栗原市一迫清水目日照21番地

　一迫清水目地区の佐藤貢さん（63）、弘子さん（61）夫
婦は、自宅敷地の作業場を改装し、平成27年11月に弘
子さんの長年の夢だったお店「食事処 縁～ Enisi ～」（え
にし）を開いた。店内は太くてたくましい柱やはりが
張り巡らされており、昔の趣を残したままで、落ち着
いた雰囲気が広がっている。
　食事は、料理好きの弘子さんが、地元の新鮮な季節
折々の食材を使い、客の年代や好みに合わせた創作料
理を提供する。
　「人と人とが集い、ゆっくり語り合える場を提供した
い。店名のように、人との繋がりを大切にして広めて
いきたい」と佐藤さん夫婦は張り切っていた。

▲新鮮な季節の食材を使ったランチメニュー

  農  家
 レストラン み～つけた!!

▶
楽
し
み
な
が
ら
や
っ
て

　い
き
た
い
と
語
る
佐
藤

　さ
ん
夫
妻

【営業日】 木・金・土曜日 ※定休日：お盆・年末年始
【予約制】 希望日の３日前まで
【人　数】 １０人まで（１人から予約可）
【昼の部】 11：30～14：00　食事代/1,300円
【夜の部】 17：00～21：00
　　　　　　　　食事代/2,160円～3,240円

農
業
し
た
い
ま
ち 

栗
原

農
業
し
た
い
ま
ち 

栗
原

　

震
災
か
ら
５
年
。
未
だ
放
射
能

汚
染
廃
棄
物
が
仮
置
き
さ
れ
た
ま

ま
、
解
決
の
糸
口
さ
え
な
い
中
、

時
代
は
未
来
志
向
へ
と
移
り
新
幹

線
は
函
館
ま
で
開
通
、
４
月
か
ら

は
、
電
力
の
自
由
化
、
農
業
委
員

会
法
の
改
正
に
よ
り
、
農
業
委
員

も
任
命
す
る
方
法
に
変
わ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
農
繁
期
に
入
り
農
作
業

も
忙
し
く
な
り
ま
す
。

　

早
め
に
農
業
機
械
の
点
検
整
備

を
行
い
農
作
業
の
事
故
防
止
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

 　
　
　
　
　
　
（
狩
野
正
行
委
員
）

編 

集 

後 

記

編 

集 

後 

記
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〒989-5171 宮城県栗原市金成沢辺町沖200番地 Tel（0228）42-1239 Fax（0228）42-1249　電子メール nogyoiinkai@kuriharacity.jp
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や
り
が
い
が
あ
る
農
業
で
充
実
し
て
い
ま
す

　

若
柳
大
目
地
区
の
横
堀
匡
史

（
34
）
さ
ん
は
、妻
と
妻
の
両
親
、

祖
父
の
５
人
家
族
で
、
水
稲
６

ha
と
な
す
の
露
地
栽
培
20
ａ
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

横
堀
さ
ん
は
関
東
出
身
で
東

京
の
会
社
に
勤
め
て
い
ま
し
た

が
、
奥
様
と
の
結
婚
を
機
に
奥

様
の
実
家
の
家
業
で
あ
る
米
作

り
を
手
伝
う
よ
う
に
な
り
農
業

に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

　

太
陽
を
浴
び
な
が
ら
の
農
作

業
や
収
穫
す
る
喜
び
な
ど
、
自

分
の
性
格
に
合
っ
て
い
る
と
思

い
就
農
し
た
そ
う
で
す
。

　

４
年
前
に
は
、
国
の
青
年
就

農
給
付
金
の
交
付
を
受
け
、
一

関
市
花
泉
の
な
す
農
家
の
知
り

合
い
や
Ｊ
Ａ
の
教
え
を
受
け
な

が
ら
、
な
す
栽
培
に
取
り
組
む

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

全
く
の
素
人
の
た
め
最
初
は

失
敗
ば
か
り
で
収
穫
に
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
や
っ
と
段
取

り
も
わ
か
り
始
め
経
営
も
落
ち

着
い
て
き
ま
し
た
。

　
「
な
す
栽
培
は
奥
が
深
く
、

毎
年
毎
年
勉
強
で
す
。
改
善
し

た
と
こ
ろ
が
実
を
結
ぶ
と
と
て

も
嬉
し
く
や
り
が
い
が
あ
る
仕

事
で
す
。
農
繁
期
に
な
る
と
家

族
総
出
で
や
ら
な
け
れ
ば
収
穫

が
追
い
つ
か
ず
忙
し
い
で
す
が
、

と
て
も
充
実
し
て
い
ま
す
。
い

ず
れ
は
水
稲
や
な
す
の
ハ
ウ
ス

栽
培
で
経
営
面
積
を
規
模
拡
大

し
て
い
き
た
い
で
す
。」
と
横

堀
さ
ん
は
語
っ
て
い
ま
し
た
。

▲横堀さん夫婦。４月には待望の赤ちゃん
　が生まれます。


